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２
月
16
日
（
金
）
か
ら
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
、

平
成
18
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
確
定
申
告
の

受
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
、
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
一
年
間
で
得
ら
れ
た
個
人
の
収
入
に
対
し
、

必
要
経
費
や
控
除
額
等
を
差
し
引
い
た
額
に
課

税
さ
れ
る
所
得
税
の
納
付
に
関
し
て
、
申
告
を

す
る
手
続
き
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
原
則
と

し
て
毎
年
３
月
15
日
ま
で
に
、市
・
県
民
税
（
住

民
税
）
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
農
業
を
営
ん
で
い
る
人
な
ど
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
、
ま
た
新
た
に
転
入
さ

れ
て
き
た
方
で
前
年
の
収
入
の
状
況
等
が
わ
か

ら
な
い
方
に
つ
い
て
、「
市
・
県
民
税
の
申
告
書
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

正
し
い
申
告
を
す
る
た
め
、
ま
た
、
申
告
時

に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
も
、
必
要
書
類
の
整
理

や
収
入
・
支
出
金
額
の
集
計
な
ど
は
、
早
め
に

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告

正
し
く
申
告
、
準
備
は
お
早
め
に
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市・県民税の申告は
不要です 　　　　

※公的年金がある方で、
　源泉された所得税額に
　不足が出る場合は、
　確定申告が必要です

  所得税 もしくは
市・県民税の申告が
必要になります 　

年金収入の状況
公的年金のみ

上記以外に該当

平成 18 年中の収入
収入なし

収入あり

給与収入の状況
１か所からのみ（他に所得なし）

上記以外に該当

年末調整の状況
年末調整済み（内容変更なし）

・年末調整済み（内容変更あり）
・年末調整がされていない

その他の所得の状況
・年末調整していない給与がある
・給与以外の所得
  （農業、営業、不動産等）
  の合計が２０万円を超える

上記以外に該当

所得税の確定申告が
必要になります 　

家族の扶養状況
家族の扶養ではなかった

家族に扶養されてた

申告が必要な人はどんな人？

　前年中に所得がなかった方につきましても、所得の有無を判定す
るために、市・県民税の申告が必要になります。（同一世帯の方に扶
養されている場合には、その限りではありません）
　申告がないと、国民健康保険税等の軽減適用や所得証明書等の発
行ができない場合がありますので、期間中に必ず申告してください。
（確定申告が必要な方については、確定申告と別に市・県民税の申告
をする必要はありません）
　また、サラリーマンで給与所得のみの人・確定申告をした人・前
年に収入がなく同居している親族の扶養となっている人などは申告
の必要はありません。

申告が必要かどうか、下の図を参考にしてください。
この図は、簡易的（参考例）に作成したものですので、該当しない
場合もあります。ご不明な点がありましたら、税務課市民税担当（内
線１５３～１５５）までお問い合わせください。

わたしは申告しなければい
けないのかな？　と思った
方は、さっそくチェックを
してみましょう！

◎
申
告
が
必
要
な
方
は
４
ペ
ー
ジ
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
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どうやって申告するの？

■
受
付
に
つ
い
て

　

申
告
相
談
の
受
付
は
、
書
類
の

提
出
が
出
来
る
方
か
ら
順
次
受
け

付
け
ま
す
。
農
業
・
営
業
所
得
等

の
あ
る
方
は
、
収
支
を
ま
と
め
て

申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
作
成
さ
れ
る
方
は
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
み
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

□
共
通

◎
送
付
さ
れ
た
申
告
用
紙

（
用
紙
が
な
い
場
合
は
、
会
場
に
も

用
意
が
あ
り
ま
す
）

◎
各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

（
書
類
が
不
足
す
る
と
控
除
の
受

付
が
で
き
ま
せ
ん
）

◎
印
鑑

□
農
業
所
得

◎
収
入
支
出
が
わ
か
る
書
類

（
必
ず
集
計
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
農
協
や
市
場
な
ど
で
発
行
す
る

収
支
証
明
書
や
領
収
書

◎
動
力
稲
刈
機
や
田
植
機
を
買
っ

た
場
合
、
ま
た
は
買
い
替
え
た
場

合
は
、
そ
の
領
収
書

◎
大
型
農
業
用
機
械
（
農
業
用
自

動
車
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
）
を
買
っ
た
場
合
は
、
販

売
証
明
書
・
領
収
書
お
よ
び
保
険

料
の
領
収
書

◎
耕
作
委
託
料
な
ど
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
そ
の
領
収
書
等
（
委
託

内
容
が
明
記
さ
れ
た
も
の
）

◎
堰
費
・
土
地
改
良
費
（
維
持
管

理
費
に
限
る
）
の
領
収
書

◎
家
事
消
費
だ
け
の
場
合
に
つ
い

て
も
、
作
付
け
地
面
積
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

□
事
業
所
得
（
営
業
等
所
得
）

◎
収
入
支
出
が
わ
か
る
書
類

（
決
算
書
収
支
内
訳
書
・
領
収
書
等
）

□
給
与
所
得

◎
所
得
税
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

※
中
途
退
職
し
再
就
職
さ
れ
な
か

っ
た
方
は
、
以

前
勤
務
し
て
い

た
職
場
に
請
求

し
て
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

◎
扶
養
（
配
偶
者
）
控
除
の
認
定

は
、
所
得
要
件
が
あ
る
た
め
、
被

扶
養
者
の
所
得
が
わ
か
る
書
類

◎
年
末
調
整
し
た
場
合
で
も
、
そ

の
給
与
以
外
に
、
20
万
円
を
超
え

る
所
得
（
収
入
の
場
合
も
あ
り
）

が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
年
税
額

を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

控
除
に
つ
い
て

◎
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
常
に
就
床
を
要
し

複
雑
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

は
、
特
別
障
害
者
控
除
に
該
当
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
福
祉
介
護
担
当　

　
　
　

（
内
線
１
７
８
～
１
８
０
）

■
社
会
保
険
料
控
除
（
国
民
年
金

の
支
払
額
）
に
つ
い
て

◎
国
民
年
金
の
支
払
額
（
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
）
は
、
市
町
村

で
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

　

支
払
っ
た
国
民
年
金
の
額
を
証

明
で
き
る
書
類
（
平
成
18
年
1
月

か
ら
12
月
に
支
払
っ
た
も
の
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
か
ら
確
定
申
告
に
は
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
還
付
申
告
に
つ
い
て

◎
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
、
給
与
所
得
者
の

還
付
申
告
は
、
２
月
16
日
以
前
で

も
、
甲
府
税
務
署
で
受
付
け
を
し

て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
税
務
署

☎
０
５
５
ー
２
３
３
ー
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

（
署
代
表
）

☎
０
５
５
ー
２
３
７
ー
８
４
８
７

　
　
　
　
　
　
　

（
税
務
相
談
室
）

　市では、申告を身近に行っていただけるよう、左ページの表のと
おり地区別に申告相談を行います。会場の混雑を避けるためにも、
できるだけお住まいの地区の申告相談受付日にお越しください。
　また、それぞれの所得の種類によって、準備いただく書類が異な
りますので、事前にご確認をお願いします。

申告は、こんな点にご注意を

　申告相談で会場にお越しにな
る際に、例年よくあるケースと
して、こんな点に注意して準備
いただくと、スムーズな申告が
できると思います。
　医療費の控除を受ける場合、
明細書に支払った医療費を記載
して領収書を添付しますが、事
前に１年間の医療費の集計（合
算）をしていただけるようお願
いします。
　また、公的年金を受給されて
いる方については、１月末まで
に年金の「公的年金等源泉徴収
票」が送付されます。これをお
持ちいただかないと申告ができ
ませんので、必ずお持ちになっ
てください。
　なお、昨年の１月以降に転入
された方には、前年の所得状況
を確認するため「市・県民税の
申告書」をお送りさせていただ
いておりますが、給与所得で年
末調整されている方など、申告
が不要な場合もございます。
　ご不明な点がありましたら、
税務課までお気軽にお問い合わ
せください。
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市役所
■受付：８時３０分～１６時００分
■会場：市役所４階大会議室

月日 曜日 対象地区
３月　２日 金 上・下祖母石、一ツ谷、水神、本町、栄、富士見ヶ丘、中央町
３月　３日 土 ― 　　
３月　４日 日 ― 　　
３月　５日 月 若宮、富士見、中島、岩下、上ノ山
３月　６日 火 全　域
３月　７日 水 全　域
３月　８日 木 全　域
３月　９日 金 全　域
３月１０日 土 ― 　　
３月１１日 日 ― 　　
３月１２日 月 全　域
３月１３日 火 全　域
３月１４日 水 全　域
３月１５日 木 全　域

申告に関してご不明な点がありましたら
■お問い合わせ
　税務課市民税担当（内線１５３～１５５）

税理士による確定申告無料相談
消費税の相談にも応じますので、ぜひご利用ください。
■受付：１０時００分～１２時００分、１３時００分～１６時００分
■会場：市役所の会議室にて

月日 曜日 対象地区 会　場
２月２１日 水 全　域 市役所別館２０１会議室
３月　６日 火 全　域 市役所４階大会議室
３月　７日 水 全　域 市役所４階大会議室

申告相談受付日程

各地区巡回
■受付：９時００分～１６時００分
■会場：地区ごとに指定日を設け会場を分けていますので、ご確認ください。

月日 曜日 対象地区 会　場
２月１６日 金 穴山町 穴山公民館
２月１７日 土 ― 　　―
２月１８日 日 全　域 市役所１階防災会議室
２月１９日 月 中田町 中田公民館
２月２０日 火 藤井町 藤井公民館
２月２１日 水 穂坂町 穂坂公民館（穂坂コミュニティセンター）
２月２２日 木 円野町 円野公民館（つぶらの会館）
２月２３日 金 清哲町 清哲町公民館（清哲会館）
２月２４日 土 ― 　　―
２月２５日 日 全　域 市役所１階防災会議室
２月２６日 月 神山町 神山公民館（武田の里ふれあいホール）
２月２７日 火 旭　町 旭公民館
２月２８日 水 大草町 大草公民館（大草ふれあいセンター）
３月　１日 木 竜岡町 竜岡公民館

※期間中の日曜日は大変込み合いますので、できるだけ平日のご利用をお願いします。



も
の
と
い
う
考
え
は
、
薄
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今
、
ど
の

よ
う
に
自
分
の
払
っ
た
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
の
か
知
る
機
会
が
無

い
と
、
や
は
り
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、

も
う
少
し
身
近
に
、
使
い
道
を
知

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も
、
税
金

と
い
う
制
度
を
支
え
る
た
め
に

は
、
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
は
「
少
子
高
齢
化
」
と
言
わ

れ
る
時
代
に
日
本
は
な
っ
て
き
て

い
る
。
税
金
を
納
め
る
若
い
人
達

が
減
り
、
受
け
る
側
の
高
齢
者
が

多
勢
い
る
の
だ
。
私
は
、
そ
の
こ

と
を
学
ん
だ
時
、「
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
人
達
が
大
変
に
な
り
、
嫌
だ

な
。」
と
正
直
思
っ
た
。
で
も
、
焼
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「
け
が
人
が
い
る
ん
だ
。
救
急
車

を
呼
ん
で
く
れ
。」「
泥
棒
が
入
っ

た
。
警
察
を
呼
ぼ
う
。」

　

私
達
の
日
常
で
は
、
あ
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
事
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
の
中
に
は
警
察
署
や
消
防

署
、
救
急
車
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

ら
は
税
金
で
動
い
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
教
科
書
を
購
入
し

た
り
、
プ
ー
ル
や
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設
も
税
金
で
造
ら
れ
て

い
る
。
今
、
税
金
を
き
ち
ん
と
払

わ
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
中

で
、
税
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

こ
と
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
う
。

　

以
前
、
き
い
た
こ
と
の
あ
る
話

だ
が
、
あ
る
国
で
は
救
急
車
が
税

金
で
動
い
て
い
な
い
た
め
、
お
金

を
払
っ
て
来
て
も
ら
う
ら
し
い
。

も
し
日
本
に
も
税
金
が
な
か
っ
た

ら
、
一
つ
一
つ
の
事
が
大
変
に
な

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
教
科
書
な
ど

を
自
分
達
で
買
う
こ
と
に
な
っ
た

ら
、
ど
う
し
て
も
人
に
よ
っ
て
偏

り
が
で
て
き
て
し
ま
う
。
ゴ
ミ
は

誰
が
回
収
す
る
の
だ
ろ
う
。
医
療

費
を
各
自
が
負
担
し
て
い
っ
た

ら
、
一
人
一
人
が
き
ち
ん
と
健
康

管
理
を
し
て
、
健
康
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考

え
る
と
税
金
と
い
う
制
度
は
、
関

係
の
な
い
も
の
、
た
だ
と
ら
れ
る

け
野
原
だ
っ
た
戦
後
の
日
本
を
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
、

発
展
さ
せ
て
き
た
人
達
が
、
受
け

る
側
と
な
る
の
だ
。
た
し
か
に
、

国
民
一
人
あ
た
り
の
負
担
は
、
多

く
な
る
。
し
か
し
、
一
人
、
ま
た

一
人
と
払
わ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

す
ま
す
負
担
は
多
く
な
り
、
何
十

年
か
後
に
は
、
自
分
に
返
っ
て
き

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
れ
ば
、
い
つ
か
は
税
金
と

い
う
制
度
が
崩
れ
、
日
本
の
中
が
、

う
ま
く
回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
風
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
国
民
一
人
一

人
が
、
税
金
の
事
を
し
っ
か
り
考

え
、
今
の
現
状
を
よ
く
知
り
、
み

ん
な
で
考
え
て
い
け
る
よ
う
な
社

会
に
な
っ
て
い
く
と
、
本
当
に
良

い
と
思
う
。
難
し
い
事
か
も
し
れ

な
い
が
、
身
近
な
事
か
ら
税
金
の

使
い
道
を
知
り
、
次
は
自
分
が
受

け
る
側
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
ま

た
今
の
生
活
の
中
に
は
、
税
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が

数
多
く
あ
る
こ
と
を
、
意
識
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
税
金
は
払
う

も
の
」
と
い
う
考
え
が
、「
税
金
は

受
け
る
も
の
で
も
あ
る
。」
と
い
う

考
え
に
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ

な
い
。

　

税
金
は
払
う
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
自
分
が
払
う
事
に
よ
っ
て
、

他
の
人
達
を
支
え
、
自
分
も
支
え

ら
れ
る
、
そ
ん
な
風
に
、
み
ん
な

で
支
え
合
っ
て
い
け
れ
ば
、
税
金

は
今
以
上
に
良
い
制
度
と
な
り
、

日
本
を
支
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

山
梨
県
知
事
賞
『
税
金
に
つ
い
て
』

韮
崎
東
中
学
校
三
年 

平
井
真
衣
子
さ
ん

中学生の税についての作文

　

社
会
科
で
「
税
」
に
つ
い
て

の
作
文
を
書
く
課
題
が
出
た
の

で
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
見
て
い

て
、
身
近
に
感
じ
た
こ
と
を
書

き
ま
し
た
。
賞
に
入
っ
た
こ
と

を
聞
い
た
時
は
、「
信
じ
ら
れ
な

い
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

税
金
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

興
味
が
あ
っ
て
、「
税
金
を
払
わ

な
い
人
が
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
？
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

税
が
正
し
く
使
わ
れ
、
社
会
に

役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
広
く
知

っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
う
い
う

状
況
も
、
良
く
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
も
色
々
な
税
金

を
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
税
に
つ
い
て
も
っ
と
勉

強
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私たちの普段の生活の中で、様々な形で活かされている税金。
これからの社会を担っていく中学生の目には、どのように映っているのでしょうか。

“平成１８年度中学生の「税についての作文」”募集事業（全国納税貯蓄組合連合会主催）に
入選された市内中学校生徒の作品を紹介します。

※作文の内容については、原文のまま掲載しています。
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私
達
は
、
毎
日
学
校
に
通
い
勉

強
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
使
う
教

科
書
に
は
、
国
税
が
使
わ
れ
て
お

り
、
教
え
て
く
れ
る
先
生
の
給
料

は
、
国
税
と
地
方
税
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
に
あ
る
図
書
室
の

本
や
、
理
科
室
の
実
験
器
具
、
体

育
で
使
う
ボ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
も
税

金
が
使
わ
れ
て
い
る
と
、
先
生
か

ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
年
八
月
か
ら
韮
崎
西
中
学
校

は
、
新
校
舎
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

完
成
は
二
年
後
の
予
定
で
す
が
、

新
校
舎
建
設
に
は
ど
の
く
ら
い
の

費
用
が
か
か
る
の
か
、
ま
た
そ
の

費
用
は
ど
こ
で
賄
わ
れ
て
い
る
の

か
、
私
は
気
に
な
り
先
生
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。
何
と
予
算
は
二
十

九
億
九
千
万
円
だ
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
費
用
は
国
と
県
と
市

で
、
分
担
し
て
払
う
と
聞
き
ま
し

た
。
税
金
を
使
う
の
が
本
来
で
す

が
、
そ
れ
が
足
り
な
い
と
き
は
、

国
債
や
地
方
債
と
い
う
借
金
を
使

う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

税
金
に
は
、
国
に
納
め
る
所
得

税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
相
続

税
、
贈
与
税
、
印
紙
税
、
酒
税
等

や
、
県
に
納
め
る
県
民
税
、
事
業

税
、不
動
産
取
得
税
、自
動
車
税
等
、

ま
た
市
に
納
め
る
市
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
等
が
あ
り

か
る
こ
と
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
割
負
担
の
場
合
、
残

り
七
割
は
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

事
を
、
今
回
作
文
を
書
く
に
当
た

っ
て
読
ん
だ
資
料
の
中
で
知
り
ま

し
た
。

　

今
ま
で
税
の
事
を
全
然
知
ら
ず

に
、
た
だ
国
や
県
や
市
に
お
金
を

取
ら
れ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
税
に
つ
い

て
調
べ
て
み
る
と
、
私
達
は
税
に

支
え
ら
れ
て
生
活
し
て
い
る
事
に

ま
す
。
そ
し
て
使
う
場

合
も
、
先
程
の
新
校
舎

建
設
の
よ
う
に
、
国
と

県
と
市
で
協
力
し
て

使
う
の
だ
と
知
り
ま

し
た
。

　

医
療
費
に
も
税
金

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
が
歯
の
治

療
を
受
け
た
時
の
事

で
す
。
私
は
小
学
生
の

頃
、
歯
並
び
を
良
く
す

る
為
に
矯
正
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
毎
月
一
回
歯
医
者

に
通
い
、
毎
回
三
千
円

の
お
金
を
払
っ
て
い

ま
し
た
。
何
年
も
通
い

続
け
、
そ
の
額
は
全
部

で
三
十
万
円
に
も
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
間
、
虫
歯
の
治
療
を

受
け
て
も
、
そ
の
金
額

は
と
て
も
安
く
済
み
ま
し
た
。
不

思
議
に
思
っ
た
私
は
、
母
に
尋
ね

て
み
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
虫
歯
の

時
は
こ
ん
な
に
安
い
の
に
、
矯
正

の
時
は
高
い
の
？
」
す
る
と
母
は

「
虫
歯
の
場
合
は
、
少
し
だ
け
払
え

ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
矯
正
は
全
額

払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
。」
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

三
割
負
担
と
十
割
負
担
の
違
い
で

し
た
。
こ
の
事
を
比
べ
る
と
三
割

負
担
は
母
に
と
っ
て
、
と
て
も
助

　

税
の
作
文
で
賞
を
い
た
だ
い

た
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
作
文
は
、
夏
休
み
の
課

題
で
い
く
つ
か
あ
っ
た
テ
ー
マ

の
中
か
ら
、「
税
」
を
題
材
に
選

ん
で
書
い
た
も
の
で
す
が
、
授

業
で
教
わ
っ
た
以
外
に
、
自
分

で
資
料
な
ど
を
見
て
調
べ
る
こ

と
で
、
今
ま
で
気
が
つ
か
な
か

っ
た
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
部
分

に
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
よ
く
「
税
金
の
無

駄
遣
い
」
み
た
い
な
こ
と
が
言

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
作
文
を
書

い
た
こ
と
で
、
税
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
、「
税
は
大
切
な
も
の
な

ん
だ
な
」
と
、
新
し
い
発
見
が

で
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

甲
府
税
務
署
長
賞
『
税
金
と
私
た
ち
』

韮
崎
西
中
学
校
三
年　

名
取
沙
織
さ
ん

改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。
大
人
の

人
達
が
一
生
懸
命
働
い
た
お
金
か

ら
支
払
わ
れ
た
税
に
よ
っ
て
、
私

達
の
生
活
が
豊
か
で
安
定
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
仕
組
み

が
税
制
な
の
で
す
。
私
も
数
年
後

に
は
納
め
る
事
に
な
る
税
金
を
、

し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
納
税

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

よ
り
も
、
も
っ
と
よ
り
良
い
社
会

を
目
指
し
て
。
ま
た
自
分
自
身
の

為
に
も
。

インターネットで確定申告
　　　　ご自宅にインターネットに接続できる環境がある方は、
　　　　国税庁のホームーページで提供している確定申告関係の
　　　　サービスにより、申告手続き等が容易になります。

■国税電子申告・納税システム ｢e-Tax｣
　e-Tax は、事前に「電子申告・納税等開始届出書」を提出し、
　初期登録を済ませておけば、インターネットで国税に関する申
　告や納税、申請、届出などの手続ができる便利なシステムです。
　　※平成 18年分の確定申告で初めて e-Tax をご利用される場合は、2月中旬
　　　ごろまでに開始届出書の提出が必要です。
　http://www.e-tax.nta.go.jp/

■国税庁 ｢ 所得税の確定申告作成コーナー ｣
　パソコン画面に従い入力すれば、　自宅のプリンターで確定申
　告書が作成・出力できます。※申告書の提出は別途必要です。
　https://www.keisan.nta.go.jp/h18/ta_top.htm

■国税庁 ｢ タックスアンサー ｣
　税に関する簡易・定型的な疑問に対する解説として、インター
　ネットにより情報を提供しています。
　http://www.taxanswer.nta.go.jp/index2.htm
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“
国
際
交
流
に
参
加
し
て
”

　

韮
崎
西
中
学
校　

千
野　

美
華

　

私
は
今
回
の
国
際
交
流
活
動
に

参
加
し
て
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の

文
化
の
違
い
を
多
く
体
験
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
人
は
誰
に
で
も

親
切
で
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ

て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
一

番
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
、
道
路

が
広
く
て
片
方
四
車
線
で
車
が
走

っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
か
ら
フ
ェ

ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
ま
で
の
間
、
と

て
も
自
然
が
豊
か
で
大
き
な
広
々

と
し
た
丘
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
は
６

人
家
族
で
と
て
も
明
る
く
み
ん
な

私
に
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
の
行
事
の
中
で

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
を
迎
え
る
行

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
と
違

っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
前
に
は
、
友
達

の
家
に
食
べ
物
と
寝
袋
を
持
っ
て

い
き
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
て
楽
し
み
、
ま
た
家

で
も
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
新
年
を
迎
え
る
お

正
月
は
、
と
て
も
簡
単
な
年
明
け

で
し
た
。
日
本
と
の
生
活
習
慣
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

全
体
を
振
り
返
っ
て
、
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
市
の
人
々
は
と
て
も

優
し
く
親
し
み
や
す
い
人
た
ち
で

し
た
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
国
際
交
流
実
行
委
員
会

の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

“
充
実
し
た
３
週
間
”

韮
崎
東
中
学
校　

横
森　

や
よ
い

　

12
月
16
日
。
期
待
と
不
安
を
胸

に
、
私
達
は
ア
メ
リ
カ
へ
と
出
発

し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
外
国
・
飛
行
機
で
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

空
港
に
着
く
と
、
フ
ェ
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
の
方
が
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
移
動
し
た

と
き
の
景
色
は
、
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
こ
う
し

て
私
の
３
週
間
は
始
ま
り

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
み
ん
な
は
、
と
て

も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
も
本
当
の
家

族
の
様
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
行
っ
た
り
、
学

校
を
訪
問
し
た
り
、
と
て

も
楽
し
く
す
ご
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
３
週
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
３
週
間
は
と
て

も
充
実
し
た
も
の
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
人
と
出

会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
学

ん
だ
事
を
生
か
し
、
い
ろ

い
ろ
な
事
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

感
動
！ 

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験

韮
崎
市
の
姉
妹
都
市
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市

へ
、「
姉
妹
都
市
中
学
・
高
校
生
派
遣
事
業
」
の
交
換
留
学
生
と
し
て
、
昨
年
末
派

遣
さ
れ
た
生
徒
た
ち
が
、
23
日
間
の
日
程
を
終
え
１
月
７
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
外
国
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
等
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
学
ん
だ
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

 
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
長
表
敬
訪
問

前
列
左
か
ら
、
横
森
や
よ
い
さ
ん
、
堀
内
浩
二
先
生
、
千
野
美
華
さ
ん
、
山
本
愛
理
沙
さ
ん
、

　
　

 　
　
　
　
　

小
泉
綾
香
さ
ん
、
伊
藤
沙
姫
さ
ん
、
浅
川
美
穂
さ
ん

　

 

後
列
一
番
右
が
、
ハ
リ
ー
・
プ
ラ
イ
ス 

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
長
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“
愛
”韮

崎
西
中
学
校　

山
本　

愛
理
沙

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
と
て
も
楽

し
く
す
ば
ら
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
空
は
、
と
て
も
広
く
大
き
く
美

し
く
、
思
わ
ず
声
を
あ
げ
て
し
ま

う
程
で
し
た
。
ホ
ス
ト
家
庭
へ
の

お
土
産
に
は
、
祖
母
が
部
落
の
お

じ
さ
ん
に
教
え
て
頂
き
作
っ
た
草

履
な
ど
日
本
特
有
の
も
の
を
贈

り
、
日
本
の
文
化
を
少
し
で
も
伝

え
ら
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
が

ア
メ
リ
カ
に
い
て
一
番
思
っ
た
こ

と
は
、
せ
か
せ
か
し
た
日
本
人
に

対
し
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
は
、
と

て
も
お
お
ら
か
で
余
裕
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
こ
と

に
私
は
と
て
も
安
心
感
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
家
庭
の
方
々

他
み
な
さ
ん
に
本
当
の
家
族
の
よ

う
に
接
し
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん

の
愛
を
感
じ
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
私
は
今
ま
で
自
分
の
ま

わ
り
の
狭
い
範
囲
に
し
か
目
が
向

い
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

は
“
世
界
”
と
い
う
大
き
な
視
野

に
関
心
を
も
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
は
私
に
と

っ
て
一
生
の
宝
物

で
す
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私

も
、
こ
の
よ
う
な

人
種
、
国
境
を
こ

え
て
の
ふ
れ
あ
い

づ
く
り
の
国
際
交

流
に
役
立
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

“
笑
顔
の
す
ば
ら
し
さ
”

　
　
　

韮
崎
高
校　

浅
川　

美
穂

　

私
が
こ
の
三
週
間
で
一
番
変
化

し
た
こ
と
は
、
笑
顔
に
対
す
る
考

え
方
で
す
。
初
め
て
ア
メ
リ
カ
で

買
い
物
を
し
た
と
き
、
い
き
な
り

店
の
人
に
“
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
”
と

声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
慌
て
た

私
の
事
情
を
察
し
て
く
れ
た
そ
の

人
は
、
た
だ
笑
顔
で
手
を
振
り
ま

し
た
。
そ
の
１
回
の
笑
顔
が
、
今

ま
で
学
ん
で
き
た
ど
ん
な
言
葉
よ

り
私
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。
他
に

も
、
そ
ん
な
笑
顔
に
私
は
何
度
も

救
わ
れ
、
そ
し
て
分
か
り
ま
し
た
。

笑
顔
こ
そ
が
、
一
番
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
な
の
だ
と
。

そ
れ
な
の
で
、
成
田
空
港
の
係
員

の
事
務
的
な
冷
た
い
態
度
に
さ
み

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
笑
顔
の
す

ば
ら
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝

え
ら
れ
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

“
一
生
の
宝
物
”

　
　
　

北
杜
高
校　

伊
藤　

沙
姫

　

私
は
、
今
回
初
め
て
外
国
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
外

国
に
行
く
の
が
夢
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
最
初
は
不
安
ば
か
り

だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
親
切
で
い

つ
の
間
に
か
打
ち
解
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
通
じ
な
く
て
困
っ
た

こ
と
も
多
か
っ
た
け
ど
、
大
好
き

な
英
語
が
と
て
も
身
近
に
あ
り

も
っ
と
英
語
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
文
化

の
違
い
が
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た

け
ど
、
と
て
も
充
実
し
た
三
週
間

で
し
た
。

　

こ
ん
な
二
度
と
な
い
経
験
が
出

来
た
の
も
、
両
親
を
始
め
多
く
の

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
と
て
も
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

“
夢
の
よ
う
な
時
間
”

　
　
　

韮
崎
高
校　

小
泉　

綾
香

　

23
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、

多
く
の
知
識
を
得

ら
れ
、
と
て
も
充

実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
現

地
の
方
々
の
温
か

さ
や
生
活
を
通
し

ア
メ
リ
カ
の
“
大

き
さ
”
に
感
動
す

る
一
方
で
、
日
本

の
良
さ
に
改
め
て

気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

学
ん
だ
数
多
く

の
こ
と
を
こ
れ
か

ら
の
生
活
、
将
来

に
し
っ
か
り
と
活

か
し
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今

回
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
得
た
経
験

は
、
私
の
一
生
の

宝
物
で
す
。

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
市
庁
舎
に
て
、

姉
妹
都
市
交
換
留
学
生
の
記
念
証
書
を
受
け
取
る
生
徒
た
ち
。

ア
ー
ミ
ホ
高
校
を
訪
問
。技
術
の
授
業
で
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
製
作
。
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春
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
、
桃
源
郷
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

第
７
回 

武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク

武田ロマン街道ウルトラウォーキング（約５０km）
コ ー ス 諏訪高島城（長野県諏訪市）～新府桃源郷（新府共選場）

開 催 日 ４月１４日（土）～１５日（日）※雨天決行

受 付 ２０：００～（諏訪市武道館）

出 発 ２２：００　諏訪高島城を出発

制限時間 １５日（日）１４：００まで

募集定員 先着５００名

参加資格 高校生以上で、健康について異常のないことを確認された者

参 加 料 １人３, ０００円（スポーツ傷害保険料を含む）

　恒例になりました「武田の里ウォーク」を今年も開催します。
　日頃ウォーキングをしている方、体力・健康に自信のある方は、桃畑の広がる新府桃
源郷を目指し、諏訪から韮崎まで約５０ｋｍの道のりを踏破するウルトラウォークに挑
戦してみませんか？
　また、爽快な春の武田の里を満喫する約２２ｋｍのハーフウォークも同時開催します
ので、家族または友達同士で、ぜひご参加ください。

武田ロマン街道ハーフウォーキング（約２２km）
コ ー ス 長野県富士見町蔦木道の駅～新府桃源郷（新府共選場）

開 催 日 ４月１５日（日）※雨天決行

受 付 ６：００～（蔦木道の駅）

出 発 ７：００までに蔦木道の駅を出発

制限時間 １５日（日）１４：００まで

募集定員 定員なし

参加資格 誰でも可（ただし中学生以下は保護者が同行すること）

参 加 料 １人１, ０００円（スポーツ傷害保険料を含む）

■お問い合わせ
　武田の里ウォーク実行委員会事務局　☎２２―８０６２　☎・  ２２―０４９８

ウルトラウォーク　スタート
●諏訪高島城　　出発　 ２２：００

↓
●茅野　　　　　再出発　 ０：００

↓
●富士見　　　　【最終】　 ２：００

↓
●蔦木（道の駅）再出発　 ３：３０
　　　　　　　　【最終】　 ７：００
ハーフウォーク　スタート
　　　　　　　　 出発　　７：００

↓
●白州（道の駅）【最終】　 ９：００

↓
●武川　　　　　【最終】１１：００

↓
●新府桃源郷（新府共選場）
　　　　　　　　【最終】１４：００

■コースと出発（最終通過）時間

■申込期間
　２月５日（月）～３月２６日（月）　　月～金の８：３０～１７：００（祝日は除く）

　※ただし、ウルトラウォーキングは定員になり次第締切ります。

■申込方法
・郵便振替　市役所窓口 / 市営体育館に備え付けの用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を振り込んでください。
・インターネット　http://www.sportsentry.ne.jp/event.php?tid=12063　から申込みができます。（携帯電話も可）

※申込後の取消しや不参加については、参加料の返金はできません。
※ご希望の方には、韮崎市から出発地までの貸切りバスを用意します。（詳細はお問い合わせください）
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東京エレクトロン韮崎文化ホール　ネーミングライツ記念講演会

ピーター・フランクル『人生を楽しくする方程式』
　

平
成
７
年
の
開
館
以
来
、
芸
術
・

文
化
活
動
の
中
心
的
施
設
と
し
て
、

地
域
文
化
の
創
造
と
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
で
は
、
今
後
も
継
続
し
て

質
の
高
い
芸
術
文
化
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
Ａ
Ｔ
（
株
）と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
テ
レ
ビ

等
で
お
馴
染
み
の
ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ

ン
ク
ル
氏
（
数
学
者
・
大
道
芸
人
）

を
招
き
、
大
道
芸
や
数
学
パ
ズ
ル
、

英
単
語
ゲ
ー
ム
等
を
交
え
た
楽
し
い

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

父から教わった
「人間の財産は頭と心」という言葉を
胸に抱いて生きてきた半生を振り返り、
今の日本に一番欠けているものは
生きる哲学だと感じている。
「３つのゆ」
夢・勇気・友人を大切にしてほしい。
人生の主役はあくまでも自分。
忙しい日本人だが、
時間をしっかり管理して、
最もやりたいことのための時間を捻出し、
時間を有効に使うべきだ。
そうすれば
もっと楽しい人生が送れるはず・・・

　

峡
北
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
協
議
会
（
中
北
教
育
事
務
所

内
）
で
は
、
集
団
上
映
権
付
き
の

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ビ
デ
オ
・
16

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品
を

５
０
０
本
近
く
取
り
揃
え
、
無
料

で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

対
象
者
や
テ
ー
マ
に
応
じ
た
作
品

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
際
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
貸
し
出
し
要
件

・
峡
北
地
域
（
韮
崎
市
、
北
杜
市
、

旧
双
葉
町
）
に
在
住
も
し
く
は
お

勤
め
の
方

・
同
地
域
内
の
各
種
施
設
、
団
体

等
が
視
聴
す
る
こ
と

・
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
有
資
格
者
が
映
写
す
る

こ
と

・
無
料
上
映
に
限
る

■
利
用
方
法

（1）
教
育
事
務
所
に
電
話
を
し
、
希

　

望
日
の
空
き
状
況
を
確
認
く
だ

　

さ
い
。
作
品
と
と
も
に
映
写
機

　

や
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
機
器
の

　

貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。
使

　

い
方
な
ど
は
、
貸
し
出
し
の
際

　

そ
の
場
で
お
教
え
し
ま
す
。

（2）
貸
し
出
し
予
約
日
に
、
教
育
事

　

務
所
ま
で
受
け
取
り
に
来
て
く

　

だ
さ
い
。

（3）
借
用
申
請
書
に
記
入
し
ま
す
。

　

（
２
～
３
分
で
済
み
ま
す
）

（4）
返
却
予
定
日
に
教
育
事
務
所
ま

　

で
お
戻
し
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

貸
し
出
し
期
間
の
取
り
決
め
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
約
１
週
間
を
め

ど
に
計
画
を
お
立
て
く
だ
さ
い
。

※
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
に
つ

い
て
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
北
教
育
事
務
所

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
貸
出
担
当

☎
０
５
５
１
ー
２
３
ー
３
０
０
７

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
・
集
ま
り
に

映
像
作
品
貸
し
出
し
ま
す

◆日時　３月１０日（土）
　　　　１３：００開場　１３：３０開演

◆会場　東京エレクトロン韮崎文化ホール（大ホール）

◆対象者　市内小学校高学年 /中学生 /一般（市民の方）
◆入場料　無料・全席自由（満員の場合には入場制限あり）

・主　催　韮崎市 /韮崎市教育委員会
・共　催　（財）武田の里文化振興協会
・協　賛　東京エレクトロンＡＴ（株）

■お問い合わせ　教育課生涯学習担当（内線２６８）
　　　　　　　　東京エレクトロン韮崎文化ホール　☎２０－１１５５
※ネーミングライツとは、スポーツ、文化施設等の名称に企業名を付けることができる権利（命名権）



■環境家計簿モニター結果
　韮崎市では、平成１５年度から「環境家計簿モニター」の方々に、環境家計簿の記載をしてもらっています。
今回で第３回目となるモニターには、４９世帯、１５７人の方にご協力いただきました。

（前回３３世帯、１２２人）

　モニター結果を排出項目別に見ると、ガソリンが全体の３
分の１を占め、次いで電気、３番目が灯油となっています。
　前回と比較すると、
○前回調査　１世帯あたりの平均排出量　約９トン
　　　　　　（市全体に換算すると約１０８．２８６トン）
○今回調査　１世帯あたりの平均排出量　約８．９トン
　　　　　　（市全体に換算すると約１０８．４８２トン）
となり、１世帯あたりの平均排出量は、前回よりも減少しま
した。（市全体に換算すると約０．２％増加していますが、こ
れは換算した市内世帯数の増加が理由です）
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地
球
の
温
度
が
生
物
に
適
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
は
、「
地

球
が
太
陽
か
ら
受
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
「
地
球
か
ら
宇
宙
へ
逃

げ
る
熱
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
り
保
た
れ
る
こ

と
で
、
大
気
中
に
熱
が
蓄
え
ら
れ
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
で
は
、
私
た
ち
人
間
の
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
等
の
影
響
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
そ
の
バ
ラ

ン
ス
が
く
ず
れ
、
地
球
の
温
暖
化
が
進
む
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
で
き

る
こ
と
。
ち
ょ
っ
と
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■環境家計簿で二酸化炭素排出量をチェック
　環境家計簿は、みなさんの家庭で使用した、電気、
ガス、水道、ガソリン等の使用量や、ごみの排出量を
家計簿のように記録するものです。
　各使用量や排出量に一定の係数をかけることによ
り、家庭から出る「二酸化炭素」の排出量を算出して、
日常生活がどれくらい地球温暖
化に影響を与えているのかを、
確認することができます。
　はじめの基準月は、今までど
おりの生活で１か月あたりの二
酸化炭素排出量を確認し、次の
２か月目からは、日常生活から
排出される二酸化炭素を１０％
削減することを目標に取り組ん
でもらうようになっています。

単位：キログラム

項目 １世帯当り
平均排出量 比率

ガソリン 2,913 32.62%
電気 2,015 22.57%
灯油 1,935 21.67%
LP ガス 1,448 16.21%
ごみ 233 2.61%
水道 208 2.33%
軽油 136 1.53%
資源ゴミ６品目 41 0.46%
合計 8,931 100.00%

環境家計簿はこんな表になっています　（記入例）

◆電気・ガス・水道は、請求書の数値を記入
　※水道は数ヶ月の請求なので、１月あたりの使用量

◆ガソリン・灯油・軽油は、給油（購入）した量

◆アルミ缶～食品トレイまでは、ゴミとして出した分
　※資源ゴミとしてリサイクルしたものは除く

項目
1 ヵ月目（　　　月）

使用量① 排出係数② 排出量①×② 金　　額

電気（kwh） 529 0.36 190.44 13,332
LP ガス（m3） 264.6 6.30 1666.98 　
水道（m3） 50 0.58 29 　
灯油（Ｌ） 　 2.50 　 　
ガソリン（Ｌ） 60 2.30 138 　
アルミ缶（本） 　 0.17 　 　
スチール缶（本） 　 0.04 　 　
ペットボトル（本） 　 0.07 　 　
ガラスビン（本） 　 0.11 　 　
牛乳パック（本） 3 0.16 0.48 　
食品トレイ（枚） 　 0.01 　 　
ごみ（kg） 　 0.84 　 　
合計 　 　 2024.9 　

身
近
な
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

家
庭
で
も
で
き
る
温
暖
化
対
策
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■二酸化炭素の削減のために家庭でできること
　環境家計簿モニターの結果からも、二酸化炭素（CO２）を減らすためには、身近な生活の中で、エネルギー
などの節約に努めることが効果的であることがわかります。
　一人ひとりの取り組みでは、あまり効果がないようなことでも、全世帯で省エネに取り組めば、大きな成果
になります。家計の節約にもなり、地球の温暖化対策にもなる生活に努めましょう。

○就寝前や出掛ける前には、主電源を切る。
　テレビを１日１時間消すと
　→ 年間約１３ｋｇの CO２削減（約１，０００円の節約）

○急発進、急加速、急ブレーキ、空ぶかしを控える。
　１日５分不要なアイドリングをやめると
　→ 年間約３９ｋｇの CO２削減（約２，０００円の節約）

○冷房は２８度以上、暖房は２０度以下にする。
　冷暖房の温度が１度違うと
　→ 年間約３１ｋｇの CO２削減（約２，０００円の節約）

○家族で順序よく入浴し、追い炊きを控える。
　家族全員が１日１分シャワーを減らすと
　→ 年間約６５ｋｇの CO２削減（約４，０００円の節約）

○残り湯は洗濯、植木の水やりに使う。
　風呂の残り湯を洗濯に使いまわすと
　→ 年間約１７ｋｇの CO２削減（約５，０００円の節約）

■あなたも環境家計簿をつけてみませんか？
　環境家計簿は、市民課の窓口でお渡しするほかに、市のホームページからもダウンロードできるようになっ
ていますので、ぜひ各ご家庭で取り組んでみてください。

http://www.city.nirasaki.lg.jp/shimin/kankyou/kakeibo1.html

■お問い合わせ　市民課環境保全担当　（内線１３１・１３２）

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
の
処
理
は
適
正
に

い
ま
だ
に
、

家
庭
の
ゴ
ミ
の
焼
却
に
よ
る
煙
や
ス
ス
で
、

「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

「
洗
濯
物
が
汚
れ
た
り
、
臭
い
が
着
い
て
し
ま
う
」

と
い
っ
た
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
訴
え
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

河
川
・
水
路
等
に
ゴ
ミ
が
詰
ま
っ
た
た
め
に
、

水
が
あ
ふ
れ
出
る
と
い
っ
た
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
・
・
・

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

必
ず
分
別
し
、

指
定
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
、

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）
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手押動力煙霧消毒機
地域清掃にご活用ください

　市ではこのたび、財団法人自治総合センター「平成
１８年度コミュニティ助成事業」の助成を受け、新しい
消毒機等を購入しました。

■手押二輪形動力煙霧消毒機　５台
■アルミブリッジ（消毒機積み下ろし用）２組
■ブロックバイス（水路側溝ふた持上げ機具）　２台

　各地区で実施される一斉清掃活動での、水路等の泥上
げ、各戸の床下消毒に活用いただけますので、地区長、
環境衛生指導員等、地区代表者の方からの申請をお待ち
しています。

■お問い合わせ
　市民課環境保全担当
　（内線１３１・１３２）

あなたの子育て 地域で手助けします

ファミリー・サポート・センター

■ファミリー・サポートとは
　子育ての手助けをしてくれる会員（まかせて会
員）が子どもを預けたい方のサポートをし、地域
の中で助け合うシステムです。利用には会員登録
が必要で、サポートを受ける場合は、利用料金が
かかります。
□利用料金（１時間当たり）

平　日
７時～１９時 ７００円

それ以外の時間 ８００円
土日祝日 全　日 ８００円
年末年始 全　日 ８００円
軽度病児 全　日 ８００円

■会員の条件
　市民の方で、生後３か月ぐらいから小学６年生ま
での子どもを養育している方であればどなたでも登
録できます。

■会員の登録
　所定の申込書に必要事項を記入のうえ、写真２枚

（免許証サイズ）を添えてお申込みください。
□申込書
　地域子育て支援センター・市福祉保健課・保健福
　祉センター・各保育園・各児童センター・市立図
　書館に設置してあります。
□申込受付（地域子育て支援センター）
２月１６日（金） １３時３０分～１７時００分
２月１７日（土） 　９時００分～１２時００分
２月１９日（月）
　～２３日（金）

１３時３０分～１７時００分

以後は随時受付
月～金（祝日除く）

　９時００分～１７時００分

※２３日以降は受付に時間がかかる場合があります。
　なるべく早くお申込みください。

■お問い合わせ
　地域子育て支援センター　☎２３－７６７６
　福祉保健課子育て支援担当　　（内線１８１）

　韮崎市では、地域で互いに支え合う子育て環境づくりに向け、平成１９年度より「ファミリー・
サポート・センター」を開設します。
　この育児代行サービスの開始に伴い、子育てを手助けして欲しい方（おねがい会員）を募集します。

おねがい会員
（子どもを預けたい方）

まかせて会員
（子どもを預かる方） 利用料金の支払い

サポートの打合せ

サポートセンター 連絡

会員登録

代行
依頼サポ

ータ
ー登
録
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釜
無
川
右
岸
の
一
部
が
対
象
に

　

平
成
19
年
４
月

よ
り
、
旭
・
大
草
・

竜
岡
町
の
一
部
の

地
域
で
、
下
水
道

が
供
用
開
始
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
供
用
開
始

に
伴
い
、
当
該
地

域
に
土
地
を
お
持

ち
の
方
に
は
、「
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
」
が

賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
環
境

衛
生
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
土

地
の
資
産
価
値
も
増
加
す
る
た

め
、
そ
の
利
益
を
受
け
る
方
に
、

建
設
費
の
一
部
を
負
担
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

新
た
に
負
担
区
に
設
定
さ
れ
る

釜
無
川
右
岸
地
域
（
第
二
負
担
区
）

に
つ
い
て
は
、
単
位
負
担
金
を
１

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
３
１
０
円

と
す
る
こ
と
が
、
12
月
の
議
会
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
19
年
度
に
対
象
と
な
る

方
に
は
、
４
月
に
通
知
い
た
し
ま

す
が
、
供
用
開
始
区
域
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
上
下
水
道
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
６
１
５
）

町名 供用開始区域（次の地区の一部）
旭町 北原
大草町 若尾
竜岡町 若尾新田、坂の上

19
年
度
よ
り
下
水
道
供
用
開
始

入山する際は事故防止に注意を
ニホンジカ、イノシシの管理捕獲を実施

　イノシシ、ニホンジカの個体数を適正に管理し、人との
調和的共存を達成するため、特定鳥獣管理捕獲事業を実施
します。
　実施期間中に入山する際には、目立つ色の服装をするな
ど、事故防止に十分ご注意ください。

■実施期間　３月１日から３１日まで
■実施場所　市内の山中、山際の各地域

■お問い合わせ
　韮崎市産業経済課農林振興担当
　　　　　　　　　（内線２２５）

　日本損害保険協会では、自動車保険および
自賠責保険に関する相談・苦情について、専
門の相談員が無料でお受けしています。
　交通事故に関する損害保険のことで、お困
りの方はご利用ください。 

■受付時間　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時、１３時～１７時 

■お問い合わせ
　（社）日本損害保険協会関東支部
　甲府自動車保険請求センター
　甲府市丸の内３－１－６
　（住友生命山梨ビル３階）
　☎０５５－２２８－８３３５

交通事故の保険でお困りの方は
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レ
ス
リ
ン
グ
は
先
輩
の
影
響

で
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
始
め

ま
し
た
。
一
対
一
で
相
手
と
向

き
合
う
真
剣
勝
負
な
の
で
、
試

合
で
も
練
習
で
も
、「
い
つ
や
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

緊
張
感
が
一
番
の
魅
力
で
す
ね
。

　

今
回
、
米
国
遠
征
の
メ
ン
バ

ー
に
選
ば
れ
、
以
前
ア
メ
リ
カ

の
選
手
が
親
善
試
合
で
来
日
し

た
時
に
は
、
二
回
負
け
て
い
た

の
で
、「
向
こ
う
で
絶
対
リ
ベ
ン

ジ
し
て
や
ろ
う
」
と
思
っ
て
日

本
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

遠
征
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
や
オ
レ
ゴ
ン
州
の
各
地
方
を
、

一
か
所
に
つ
き
一
泊
二
日
く
ら

い
の
間
隔
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
な
が
ら
ま
わ
り
、
練
習
と
試

合
を
し
ま
し
た
。
日
本
と
違
い

ア
メ
リ
カ
で
は
、
地
域

の
人
た
ち
が
お
金
を
払

っ
て
、
地
元
選
手
を
応

援
す
る
た
め
に
試
合
を

見
に
来
る
ん
で
す
。
な

の
で
、
観
客
の
人
も
す

ご
く
盛
り
上
が
っ
て
い

て
、
そ
う
い
う
ア
ウ
ェ

イ
の
雰
囲
気
の
中
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
ま

し
た
が
、「
自
分
た
ち

の
ほ
う
が
技
の
多
彩
さ

で
上
回
っ
て
い
る
」
と
信
じ
て

戦
い
、
三
勝
一
敗
と
い
う
結
果

を
残
せ
た
の
で
、
リ
ベ
ン
ジ
は

果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
メ
リ
カ
遠
征
は
、

最
初
の
三
日
く
ら
い
は
慣
れ
な

く
て
大
変
で
し
た
け
ど
、
各
地

で
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
も
優
し
く
親
切
だ
っ

た
の
で
、「
日
本
に
帰
り
た
く
な

い
な
」
と
い
う
気
分
に
な
っ
た

く
ら
い
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

　

僕
は
卒
業
後
に
就
職
す
る
の

で
、
こ
ん
な
機
会
は
も
う
無
い

か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
休
み

の
日
な
ど
後
輩
に
指
導
す
る
中

で
、
海
外
遠
征
で
経
験
し
て
き

た
こ
と
を
、
体
で
伝
え
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
川
裕
貴
さ
ん
（
中
田
町
）

自
分
を
信
じ
て
、
見
事
リ
ベ
ン
ジ
！

韮
崎
工
業
高
校
か
ら
ア
メ
リ
カ
遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
出オレゴン州選抜チームとの試合にて



　前日降った雪が街なかに残る１月７日の朝、韮崎
市消防団の新年のスタートとなる出初式に先だち、
飾り付けをしたポンプ自動車を率いて、本町通りで
パレードが行われました。
　その威風堂々とした行進に続き、市営体育館で行
われた式典では、日頃の消防団活動の功労者に対し
表彰が行われ、各分団が年末に練習を続けてきたポ
ンプ操法の披露こそできませんでしたが、各団員は
出初に際し、地域防災への意識を新たにしていました。
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所総務課秘書室まちづくり推進担当

☎ 22‐1111（内線 326）までご連絡ください。

　柳の木に紅白の餅で餅花を飾りつけ、家内安全や
豊作を願って行われる小正月の行事「おやなぎさん」。
　１月１３日には、東京エレクトロン韮崎文化ホー
ルに１００人以上の子どもが集まり、ホールのエン
トランスいっぱい
に広げられたシー
トのうえで、昔か
ら行われてきた地
域の伝統行事を体
験しました。
　紅白に彩られた
餅を手でこね、家
族で一緒になって
飾りつけをした子
どもたちは、協力
して餅の花を咲か
せた「おやなぎさ
ん」の枝ぶりの見
事さに、晴れやか
な笑顔を輝かせて
いました。

「家族で笑顔の飾りつけ」「威風堂々、出
で

初
ぞ め

式」

　２００７年の幕開けとともに、サッカーのまちが動き出
す。１月１日、市内のサッカーチームは、元日恒例となっ
ている「初蹴り」を行いました。
　新年のスタート、韮崎東サッカースポーツ少年団では、
標的のコーンめがけボールを蹴る、真剣な練習風景が――
「試合のフリーキックのつもりで、しっかり決めろよ！」と
声がかかる緊張の場面、実はお年玉がもらえるゲームのひ
とコマでした。その後は、父兄も子どもたちと一緒に試合
をするなど、チームが家族のように親睦を深めた一日でした。

「新年の命運を占うキック」

　昨年日本サッカー協会のＳ級コーチライセ
ンスを取得し、執筆活動など多方面で活躍さ
れている羽中田昌さんから、韮崎のサッカー
キッズへメッセージをいただきました。

「韮崎のサッカーキッズへ――」

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
中
に
は

　

た
く
さ
ん
の
夢
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

ゴ
ー
ル
に
向
っ
て
思
い
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
ー
ト
！



　１月１日の早朝、凛
り ん

と張り詰めた冬の朝の空気が、いつ
もより澄んで感じられる七里岩の高台。新しい年明けを告
げるご来光を拝むため、ほのかに白く浮かび上がる観音像
のもとに、大勢の人たちが集りました。
　東の山々をつなぐ稜線が、淡い黄色から徐々に輝きを増
し、７時８分に光の輪を連ねた初日が顔を出すと、人々は
自然に手を合わせ、続いて万歳三唱の声が響きました。
　そんな中、真新しい曙光に照らされた観音様の顔は、柔
和なまなざしで、みんなに微笑んでいるように見えました。

17

「元日の曙
し ょ

光
こ う

に照らされて」

　

七
里
岩
の
高
台
に
あ
る
市
立
民

俗
資
料
館
の
す
ぐ
北
側
に
、
そ
の

昔
、
黒
沢
川
の
分
水
を
利
用
し
て

動
い
て
い
た
古
い
水
車
が
、
移
転

復
元
さ
れ
水
車
小
屋
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

直
径
４
・
５
メ
ー
ト
ル
と
、
残

存
す
る
も
の
の
中
で
は
、
全
国
で

も
随
一
の
規
模
を
誇
る
こ
の
水
車

は
、
明
治
６
年
か
ら
昭
和
30
年
ま

で
、
実
に
83
年
も
の
長
い
期
間
、

現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
く
つ
も
の
歯
車
が
噛
み
あ
い

杵
を
上
げ
お
ろ
す―

―

、
先
人
の

生
み
出
し
た
生
活
の
知
恵
と
、
造

形
美
の
見
事
さ
を
感
じ
さ
せ
る
雄

姿
に
は
、
歴
史
の
重
み
か
ら
く
る

存
在
感
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
藤
井
平
五
千
石
」
と
称

さ
れ
る
米
ど
こ
ろ
で
、
大
き
な
羽

根
車
が
動
い
て
い
た
様
子
を
想
像

す
る
と
、
水
車
が
暮
ら
し
の
原
動

力
と
し
て
風
景
に
息
づ
い
て
い
た
、

当
時
の
活
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
す
。

　

こ
の
水
車
の
隣
に

は
、
韮
崎
宿
の
商
家
小
野
家
の
蔵

屋
敷
も
あ
り
、
郷
土
の
昔
の
生
活

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

民
俗
資
料
館
の
近
く
に
行
っ
た
際

に
は
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

今
月
の
紹
介
者　

越
賀 

悠
子  
さ
ん

武田の里の魅力・再発見

　あなたがツアーガイドだと
して、観光パンフレットなど
ですでに紹介されている名
所、名物、人・・・以外で、『武
田の里にらさき』の魅力を伝
えるとしたら、韮崎市のどこ
にお客さんをご案内します
か？多くの市民の皆さんの目
で見た、韮崎市の新たな魅力
を広く一般に伝えるため、あ
なたがお持ちの情報を教えて
ください。

■情報の提供は
　まちづくり推進担当まで
　（内線３２５・３２６）

さて、皆さんの好きな「武田
の里」の風景はどこですか？

米
ど
こ
ろ
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る　

韮
崎
の
水
車

　小正月の１月１４日に市内各地で行われる道祖神祭りで、
正月飾りや書初めなどを燃やす伝統の行事、「どんど焼き」。
　旭町の北原では、白山神社境内の広場に竹やわらなどで
つくった、高さ約３メートルになる三角のやぐらに火をつ
け、パチパチという竹のはじける音と一緒に、大きなやぐ
らが崩れ落ちると、集まった人たちから歓声が起こりました。
　どんどの火で焼いた繭玉団子を食べると、病気にならな
いといわれますが、その後、大人も子どもも一緒に、一年
間の無病息災を祈って、紅白の団子を火にかざしていました。

「今年一年の無病息災を願って」
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「
県
民
文
化

祭
峡
北
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
施

委
員
会
」
で
は
、

第
６
回
や
ま
な

し
県
民
文
化
祭

の
一
環
と
し
て
、

市
町
村
文
化
協
会
や
芸
術
文
化
団

体
等
の
地
域
に
お
け
る
特
色
あ
る

活
動
を
「
地
域
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
位
置
づ
け
、
地
域
文
化
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、次
の
４
つ
の
「
楽

し
む
集
い
」（
詩
吟
・
民
謡
・
音
楽
・

舞
踊
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
イ
ベ
ン
ト
の
入
場
・
観
覧
は

無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
第
34
回
「
詩
吟
を
楽
し
む
集
い
」

■
日
時　

２
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
（
９
時
開
場
）

■
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

こ
ぶ
ち
さ
わ
ホ
ー
ル

◎
第
22
回
「
民
謡
を
楽
し
む
集
い
」

■
日
時　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
（
９
時
開
場
）

■
場
所　

須
玉
町
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル

◎
第
33
回
「
音
楽
を
楽
し
む
集
い
」

■
日
時　

２
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
（
９
時
開
場
）

■
場
所　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
　
　
　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

（
小
ホ
ー
ル
）

◎
第
32
回
「
踊
り
を
楽
し
む
集
い
」

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
（
９
時
開
場
）

■
場
所　

須
玉
町
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
民
文
化
祭
峡
北
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル
実
施
委
員
会
事
務
局

　

（
北
杜
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課
内
）
文
化
協
会
担
当

☎
０
５
５
１
ー
４
２
ー
１
３
７
３

０
５
５
１
ー
４
２
ー
１
１
２
４

　

お
ひ
と
り
で

気
軽
に
、
そ
れ

と
も
、
友
人
を

誘
っ
て―

―

　

独
身
男
女
の

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。

中田郵便局からお知らせ
　集配郵便局の再編成（配達セ
ンター化）により、中田郵便局
の郵便配達事務等の取扱いが、
平成１９年３月２６日（月）か
ら変更になります。

◎郵便貯金・簡易保険等
　中田町・穴山町・穂坂町の集
金等は、継続して営業します。

◎郵便配達事務
　竜王郵便局（中田配達セン
ター）が新たに受け持ちます。

竜王郵便局が受け持つ地域（〒・地区）

407-0261 小田川 407-0262 中條

407-0263 穴山町

407-0172 上今井 407-0176 三之蔵

407-0173 長久保 407-0174 三ツ沢

407-0175 宮久保 407-0171 柳平

◎窓口での取扱い
　次のとおり時間が変更になり、
日曜・祝日と時間外窓口（ゆう
ゆう窓口）の取扱いはなくなり
ます。

平日 郵便 9：00 ～ 17：00
貯金・保険 9：00 ～ 16：00
ＡＴＭ 8：45 ～ 18：00

土曜 郵便 取扱いません

貯金・保険 取扱いません

ＡＴＭ 9：00 ～ 12：30

■お問い合わせ（3/26 以降）
　中田郵便局（窓口取扱時間等）
　☎ 0551-25-5717

　竜王郵便局（郵便配達等）
　☎ 055-276-7485

■
対
象
者

　

男
性
・
女
性
と
も
に

　

20
～
40
歳
代
の
独
身
者

　

(

地
域
限
定
な
し)

■
日
時

　

３
月
10
日
（
土
）
16
時
～
20
時

■
場
所

　

甲
斐
市
竜
地
３
４
５
２

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
店
Ｂベ

ル

ク

Ｅ
Ｒ
Ｇ

　

（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

■
参
加
料

・
男
性　

５
千
円

・
女
性　

３
千
円

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

　

予
約
等
の
関
係
上
、
参
加
料
の

　

全
額
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
人
数

・
男
性　

15
名

・
女
性　

15
名

※
応
募
多
数
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

　

峡
北
地
域
の
方
を
優
先
の
う
え

　

抽
選
と
し
、
参
加
者
が
過
半
数

　

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
に
な

　

り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

２
月
13
日
（
火
）
～
26
日
（
月
）

■
申
込
み
方
法

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
峡

　

北
広
域
行
政
事
務
組
合
ふ
る
さ

　

と
振
興
課
窓
口
に
て
、
郵
便
番

　

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　

職
業
（
勤
務
先
）・
電
話
番
号

　

を
明
記
の
上
、
参
加
料
を
添
え

　

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

■
そ
の
他

　

抽
選
の
結
果
、
参
加
で
き
な
く

　

な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
参

　

加
料
の
全
額
を
お
返
し
し
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
４
０
７
ー
０
０
２
４

　

韮
崎
市
本
町
４
ー
９
ー
４
８

　

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　

（
峡
北
消
防
本
部
2
階
）

　

ふ
る
さ
と
振
興
課

☎
２
２
ー
３
３
１
１
（
内
線
51
）

☎
２
０
ー
１
３
５
４
（
直
通
）

豪
華
な
夕
食
と
素
敵
な
出
会
い
を

独
身
男
女
の
交
流
会

県
民
文
化
祭
峡
北
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

４
つ
の
「
楽
し
む
集
い
」
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市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

借
入
・
購
入
等

を
希
望
す
る
農

家
の
方
に
対
し

て
、
貸
付
等
が

可
能
な
農
地
情

報
の
提
供
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
情
報
提
供
を
行
う
農
地
に

つ
い
て
は
、
意
向
調
査
を
も
と
に
、

本
人
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

（
借
入
・
購
入
す
る
方
に
は
、

 

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

■
提
供
可
能
資
料

・
貸
付
等
可
能
農
地
地
番
一
覧
表

・
位
置
図

■
閲
覧
場
所

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
市
役
所
２
階
）

■
実
施
期
間　

３
月
30
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
２
６
）

　

法
務
局
で
は
、
登
記
・
戸
籍
・

供
託
・
訟
務
・
人
権
擁
護
お
よ
び

成
年
後
見
登
記
に
関
す
る
事
務
等
、

住
民
の
方
の
生
活
に
深
く
関
係
す

る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
関
し
、
み

な
さ
ん
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
、
不
明
な
点
、
知
り
た
い
こ
と

等
に
つ
い
て
、
法
務
局
の
職
員
・

公
証
人
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
、

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
事
前
の

予
約
等
特
別
な
手
続
も
不
要
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

2
月
25
日(

日)

　
　
　
　

9
時
～
15
時
30
分

■
場
所

　

甲
府
市
北
口
１
ー
２
ー
１
９

　

甲
府
地
方
法
務
局
4
階
会
議
室

■
相
談
内
容

・
土
地
や
建

物
、
会
社
等

の
登
記
の
手

続
、
土
地
の

境
界
に
関
す

る
こ
と

・
相
続
問
題
、

遺
言
等
に
関
す
る
こ
と

・
お
年
寄
り
の
財
産
等
を
守
る
成

年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
登
記
の
手
続
き
や
証

明
書
に
関
す
る
こ
と

・
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等

に
関
す
る
こ
と

・
帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
等
借
地
・

借
家
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」「
体

罰
」
に
関
す
る
こ
と

・
あ
ら
ぬ
噂
や
中
傷
等
名
誉
・
信

用
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他

■
そ
の
他
の
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

登
記
・
供
託
の
手
続
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
、
手
続
き
等
の
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

情
報
掲
載
ア
ド
レ
ス

　

http://ho
um

ukyo
ku.m

o
j.go

.jp/

　

hom
u/static/info-top.htm

l

□
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
５
５
ー
２
４
０
ー
６
０
２
７

※
電
話
で
音
声
ガ
イ
ド
の
案
内
に

よ
り
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
地
方
法
務
局

☎
０
５
５
ー
２
５
２
ー
７
１
５
３

※
業
務
時
間
外
は
通
じ
な
い
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

法
律
の
プ
ロ
が
お
答
え
し
ま
す

な
ん
で
も
無
料
相
談
所

◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談。
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付。

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談。
毎週月曜日　１０：００～１５：００
市役所にて

◆特設人権相談
人権に関する困りごとや心配ごとについての相談。
２月１３日（火）１０：００～１５：００
市民会館３階和室にて

◆無料法律相談（要予約）
法律的な相談であればどんな内容でも可。
２月の相談は、２２日（木）１３：００～
１人３０分以内。
※予約受付は２月１３日（火）９：００～
　企画財政課（内線３５７）で電話受付。

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談。
毎月第２火曜日　９：３０～１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談。
毎週木曜日　１０：００～１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談。
毎週月・火・水曜日　９：３０～１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力。
毎週火・金曜日　１３：００～１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

農
地
活
用
の
情
報
提
供

法 務 局



20

◎消化の経路で腸が詰まると、腸が拡張し腹痛・嘔
お う

吐
と

の症状が起こります。
　通常では消化管は口から肛門まで１本の連続した管です。腸閉塞はその経路のうち小

腸、大腸のどこかで狭
きょうさく

窄が生じた場合に起こります。腸に通過障害が起こると、腸液や

摂取した食物が停滞し腸が拡張し、腹痛や嘔吐といった症状が起こります。排ガスや、

排便がなくなることも特徴です。

　腸の通過障害がありますから食事を中止し、これ以上腸が拡張しないようにすることが必要です。嘔吐により脱水状

態になっていることが多く点滴による治療も必要です。腹痛や、腸の拡張が強い場合は鼻から長い管を入れ拡張した腸

まで進めて貯留した腸液を排液します。

◎この疾患の原因として最も多いのは、手術後の変化による腸の癒
ゆ

着
ちゃく

です。
　絶飲食、点滴に加え上記の管を入れる治療で多くの場合は症状が改善します。管を入れて

も１週間ほど症状が改善しない場合や短期間に繰り返し腸閉塞を起こす場合は手術による治

療を考慮します。腸の血流が悪くなり腸が壊死する所見があった場合は緊急手術が必要とな

ります。

　この疾患の原因として最も多いのは、手術後の変化による腸の癒着です。手術により腹腔

内の操作を行うことにより腸どうしが癒着したり、開腹時の傷に腸が癒着したりし腸閉塞の

原因となります。ほかの原因としては腫瘍（大腸癌）、腸の捻
ね ん て ん

転、ヘルニアがあります。知人

の方は胃の手術後ということですのでこのような癒着による腸閉塞が最も考えられます。

　腸閉塞はしっかりとした治療が必要な疾患ですので腸閉塞が疑われる場合は、早期に病院

を受診してください。

「知人が腸
ちょうへいそく

閉塞という病気で入院しました。腸閉塞とはどのよ
うな病気でしょうか？ 手術が必要な病気なのでしょうか、ま

た以前胃癌の手術をしたそうですがそれも関係がありますか？」
？

アドバイザー  韮崎市立病院
外科医師　柴　修吾

◆パパ・ママ学級（要予約）
　赤ちゃん抱っこ体験、母乳栄養、母乳マッサージ
　Ｅコース２　２月　６日（火）１３：３０～

◆すくすく教室（７か月）
２月　６日（火）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１８年７月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
２月２０日（火）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１８年３月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
２月２１日（水）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１７年１月生まれ

◆４か月児健診
２月２３日（金）

受付時間　１３：００～１３：３０

対象：Ｈ１８年１０月生まれ

◆１歳６か月児健診
２月　９日（金）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１７年７月生まれ

◆３歳児健診
２月１６日（金）
受付時間　１３：００～１３：３０
対象：Ｈ１６年１月生まれ

◆育児相談（要予約）
　２月２２日（木）
　９：３０～１６：００

◆母子健康手帳交付・
　妊婦相談・一般健康
　相談
　毎週月～金曜日
　９：３０～１６：００

◆健康トレーニング教室
　毎週月曜日　１３：３０～１５：３０
　 ※１２日は除く

◆健康アップ教室（Ｃグループ）
　毎週木曜日　１３：３０～

◆体改善“にこにこ”講座（Ｅコース）
　毎週火曜日　　９：００～

◆体改善“にこにこ”講座（Ｆコース）
　毎週水曜日　　９：００～

◆心のデイケア
　８日、２２日（木）　１０：００～

◆元気が出る教室
　１日、１５日（木）　１３：３０～１５：００

子育て教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ・会場は、
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６
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山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科

で
は
、
第
13
回
ア
レ
ル
ギ
ー
週
間

の
山
梨
地
区
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

公
開
講
座
「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
え

よ
う
２
０
０
７
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
ア

レ
ル
ギ
ー
専
門
の
先
生
が
、
一
般

の
方
を
対
象
に
し
た
わ
か
り
や
す

い
講
義
を
行
い
、
そ
の
後
、
会
場

か
ら
の
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

■
場
所

　

山
梨
大
学
玉
穂
キ
ャ
ン
パ
ス

　

臨
床
大
講
堂

 　

（
中
央
市
下
河
東
１
１
１
０
）

■
講
義
内
容

・
眼
科
領
域
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

　

に
つ
い
て

・
花
粉
症
に
つ
い
て

・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
つ
い
て

・
気
管
支
喘
息
に
つ
い
て

・
小
児
気
管
支
喘
息
に
つ
い
て

■
対
象
者

　

受
講
自
由
（
申
込
・
費
用
不
要
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科

　

医
局
（
平
日
10
時
～
15
時
）

☎
０
５
５
ー
２
７
３
ー
６
７
６
９

０
５
５
ー
２
７
３
ー
９
６
７
０

　

関
東
農
政
局
で
は
、
食
品
の
安

全
、
食
品
の
規
格
、
表
示
お
よ
び

価
格
動
向
、
食
生
活
な
ど
、
食
に

関
し
て
、
広
く
消
費
者
の
方
々
の

意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
食
料
品

消
費
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
仕
事
の
内
容

・
農
林
水
産
省
が
行
う
年
４
回
程

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

・
食
料
品
の
規
格
、
表
示
お
よ
び

価
格
に
関
す
る
意
見
等
の
報
告

(

随
時
報
告)

・
関
東
農
政
局
が
行
う
研
修
会
等

へ
の
出
席

■
募
集
予
定
人
数

　

15
名(

山
梨
県
内)

■
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
の
方

　

(

19
年
４
月
１
日
時
点)

・
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

員
ま
た
は
職
員
で
な
い
方

・
19
年
度
中
に
他
の
食
生
活
関
係

モ
ニ
タ
ー
に
就
く
予
定
の
な
い
方

・
原
則
と
し
て
、
18
年
度
の
食
料

品
消
費
モ
ニ
タ
ー
で
は
な
い
方

■
任
期

　

依
頼
の
日
か
ら

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

■
謝
金

　

所
定
の
金
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

は
が
き
、
封
書
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢(

19
年
4
月
１
日
の
時
点)

・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
簡
単

な
応
募
動
機
を
記
入
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

２
月
28
日
（
水
）
消
印
有
効

■
選
考
方
法

　

応
募
者
の
多
数
の
場
合
は
、
男

女
別
、
年
齢
別
構
成
、
そ
の
他
記

載
事
項
等
を
考
慮
の
上
選
考
し
、

４
月
上
旬
頃
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

※
こ
の
応
募
で
得
ら
れ
た
個
人
情

報
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
選
考
以
外
の

こ
と
に
は
利
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
４
０
０
ー
０
０
３
１

甲
府
市
丸
の
内
３
ー
５
ー
９

　

関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所

　

消
費
生
活
課(

消
費
経
済
係)

m
o
nito

r_sho
usei@

kanto
.m

aff.

　

go.jp

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
６
６
１
１

　

担
当
：
井
上
（
内
線
３
１
４
）

０
５
５
ー
２
２
６
ー
６
６
４
２

　

最
近
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
が
、
予
防
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
？

　

市
立
病
院
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
増
進
の
た
め
、
次
の

と
お
り
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

15
時
～
16
時
30
分

■
テ
ー
マ

　

『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

　

ム
っ
て
何
？
』

■
講
師

　

市
立
病
院
院
長　

小
森
貞
嘉

■
場
所

　

市
立
病
院
病
棟
６
階

　
　
　
　
　
　
　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

■
受
講
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
立
病
院
事
務
室

　

総
務
担
当
（
平
日
13
時
～
17
時
）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

　
　
　

    

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

２
２
ー
９
７
３
１

 Ｄｒ．
が
生
活
習
慣
病
に
ア
ド
バ
イ
ス

市
立
病
院
公
開
講
座

２
月
17
日
～
23
日
は
ア
レ
ル
ギ
ー
週
間

ア
レ
ル
ギ
ー
公
開
講
座

祖母石、一ツ谷、水神、1 ～５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 )  ６日 ( 火 )・２１日 ( 水 )

富士見、岩下、上の山  ( 韮崎駅経由 ) ７日 ( 水 )・２２日 ( 木 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 １日 ( 木 )・２７日 ( 火 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場 ８日 ( 木 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池 １５日 ( 木 )・２８日 ( 水 )

藤井町全区 ９日 ( 金 )・２３日 ( 金 )

中田・穴山町全区 １３日 ( 火 )・２６日 ( 月 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 ) １４日 ( 水 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 ) １６日 ( 金 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 ) １９日 ( 月 )

大草・竜岡町全区 ５日 ( 月 )・２０日 ( 火 )

老壮大学 ２日 ( 金 )

元気が出る教室 １日 ( 木 )・１５日 ( 木 )

日程に変更がある場合、区長を通じ
連絡します。

お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （２月巡回日程）

安
全
安
心
な
食
生
活
へ

食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー



児童センターであそぼう 開館時間　月～土曜日　  ９：００～１９：００

０～６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

□その他のイベント・講座

◆フラワーアレンジメント教室
　２月　６日（火）１０：００～１１：３０
　講師：鈴木浩文先生
　※要予約・花ばさみ持参・材料費自己負担

◆歯の健康と衛生
　２月　７日（水）１０：３０～１１：３０
　講師：堀内敏裕先生
　※要予約・歯ブラシ / タオル持参・フッ素塗布あり

◆親子エアロビクス教室
　２月１３日（火）１０：３０～１１：３０
　講師：斎藤晴美先生　※持物：室内シューズ

◆親子カウンセリング教室
　２月１６日（金）１０：００～１１：３０
　講師：川辺修作先生

◆親子手作りおやつ教室（保健福祉センター２階）
　２月２３日（金）１０：００～１１：３０
　講師：韮崎市保育園　横森千代子栄養士
　※要予約・託児あり・材料費自己負担・持物：（子ども用も）
　　タオル / 三角巾 / エプロン / 飲物 / スリッパ

◆親子健康教室「子どものしつけと生活リズム」
　２月２６日（月）１０：３０～１１：３０
　講師：韮崎市保健師

□保育園開放・子育て相談

・保育園開放　毎週水曜日１０：００～１２：００
・子育て相談　面　　談　　８：３０～１２：００

　　　　　　　電話相談　　８：３０～１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク
　（子育てについて何でもお話ししましょう）
　２月１４日（水）１０：３０～１２：００

◆体位測定
　 （お子さんの身長・体重を測ります）
　２月１９日（月）１０：３０～

◆誕生会に参加しましょう
　 （お友だちと一緒に）
　２月２２日（木）１０：００～１１：３０

◆水曜ミニミニタイム
　 （歌・手遊び・シアターなど）　※７日はお休みです。
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◆お話会　　
　２月　５日（月）１０：３０～
　講師　お話サークル「ぽらん」
 
◆公民館との共催講座
　２月１３日（火）１０：３０～
　講師　横森岑子先生
　演題　「子育てはぷらす思考で」
　※託児あり
 
◆親子であそぼう（お絵かき）　
　２月２０日（火）
　　～２３日（金）１１：００～
 
◆寿ルーム（小学生対象）　　
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆親子であそぼう（折り紙）
　２月１３日（火）
　　～１６日（金）１１：００～
 
◆公民館との共催講座
　２月２３日（金）１０：３０～
　講師　川上琴美先生
　内容　親子で楽しく動きましょう
　※持物：室内シューズ

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０） ◆親子交通安全教室　　

　２月　１日（木）１０：３０～
　講師　韮崎市交通指導員
 
◆親子であそぼう（お絵かき）　
　２月１３日（火）
　　～１６日（金）１１：００～
 
◆作ってあそぼう（雛人形作り）
　２月２２日（木）１０：３０～
　※要予約

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月～金曜日　１０：００～１２：００
イベントのない日もお友だちが来てあそんでいるよ！

地域子育て支援センター
（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

◆手あそび歌あそび
　２月　２日（金）１０：３０～

◆チューブ体操
　２月　９日（金）１０：３０～
　講師　野尻美穂子先生・小池すみ子先生
 
◆親子であそぼう（折り紙）
　２月２０日（火）
　　～２３日（金）１１：００～
 
◆防火教室（小学生対象）　　
　２月　７日（水）１５：００～
　講師　韮崎消防署職員

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

行事のない日でも、各
センターは開館してま
す。お子さんと一緒に
遊びに来てください。
小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。
詳しくは、各児童セン
ターにお問い合わせく
ださい。



朗読は「甲斐市あおぞら」のみなさん。お楽しみに！

　日時　２月　３日（土）１４：００～
　場所　市民会館４階　大会議室

　「日本の女」　向田邦子 作　 （朗読 河野清子 さん）

　「ざしき童子のはなし」　宮澤賢治 作
　　　　　　　　　　　　　  （朗読 小松トヨ子 さん）

　「今日はめでたい誕生日」　佐藤愛子 作
　　　　　　　　　　　　　　  （朗読 保延直美 さん）

　「うぐいす」　藤沢周平 作　 （朗読 片野保美 さん）

　 その他
※次回は３月１０日（土）、スペシャル版を予定しています。

今月の朗読のつどい

今月のだっこの会
わらべ歌・手遊びなど
遊びや絵本に思わぬ反応が！
日ごろの親子のふれあいに。

　日時　２月２２日（木）
　　　　１０：３０～
　場所　市民会館３階　和室

今月のお話会
絵本・紙芝居・工作・
パネルシアターなど
楽しいお話がいっぱい！　新しい本もぞくぞく紹介。
友だちを誘っておいでください。

　日時　２月２４日（土）１０：００～
　場所　市民会館３階　和室

「匂いの記憶」
日向　蓬

よもぎ

　著　（角川書店）

引っ越した先で待っていたのは、一面
の田圃と学校総出で行う「イナゴ捕り」
だった―。秋の稲穂、冬のコークスス
トーブ、春の日だまりに咲く沈丁花、
夏の土埃…。匂いから立ち上る「情景」
に思わず胸をかきむしられる 6 編。

「ピトゥスの動物園」
サバスティア・スリバス　作 

（あすなろ書房）

病気になったピトゥスを救うために 5
人の仲間が考えたのは、１日だけの移
動動物園！夏のバルセロナが舞台の、
涙と笑いの熱い友情物語。スペインの
子どもたちに熱狂的に支持されている
国民的ベストセラー。

（一般書）「暗
あ ん

渠
き ょ

の宿」　　　 西村賢太 著（新潮社）

　  「2007 年団塊定年！日本はこう変わる」
　　　　　　原田泰

ゆたか

、鈴木準
ひとし

 編著（日本経済新聞社）

（児童書）「とりになったはっぱのはなし」
　　　　しのとおすみこ 絵、今西祐

す け

行
ゆ き

 著（ポプラ社）

　  「３６５まいにちペンギン」
Ｊ・ジョリベ 絵、Ｊ．フロマンタル 文

（ブロンズ新社）

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。

◎ご案内の「リサイクル文庫」にもご協力ください。

◎ご返却が遅れている方は、どうかお早めにお返しください。

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1502号より
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■２月の休館日　※館内整理のためご不便をおかけします

　毎週月曜日、５日（月）～１２日（月）、２８日（水）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

２
月
の
標
語　

家
族
経
営
協
定
で  

つ
く
ろ
う
我
家
の
明
る
い
未
来　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
で

利
用
し
や
す
い
ト

イ
レ
や
お
む
つ
の

交
換
場
所
、
授
乳

ス
ペ
ー
ス
、
そ
の

他
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
対
応
を
し
た
施

設
や
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
レ

ス
ト
ラ
ン
、
金
融
機
関
な
ど
、
妊

婦
や
乳
幼
児
を
連
れ
た
人
な
ど
が

外
出
す
る
際
に
利
用
し
や
す
い
施

設
の
情
報
を
提
供
す
る｢

子
育
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ｣

を
、
2

月
か
ら
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
、

｢

や
ま
な
し
子
育
て
ネ
ッ
ト｣

に

掲
載
し
ま
す
。

■
内
容

　

地
図
情
報
、
施
設
の
内
容
、
バ

　

リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
な
ど

■
情
報
掲
載
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/

　
kosodate/　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
話
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
い
つ
で
も
、
簡
単
に
子
育
て

な
ど
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

■
操
作
方
法

(1)
０
５
５
ー
２
５
２
ー
０
１
９
２

　

に
電
話
を
か
け
る
。

(2)
音
声
案
内
に
そ
っ
て
、
次
の
い

　

ず
れ
か
を
選
択
。

・
音
声
で
情
報
を
聞
く

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情
報
を
取
り
出
す

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
音
声
案
内

　

に
よ
り｢

情
報
コ
ー
ド
表｣

を

　

先
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

■
利
用
料

　

無
料(

通
話
料
は
利
用
者
負
担)

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
児
童
家
庭
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
５
６

０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
７
５

　｢ パンづくり教室」
　日時　２月１４日（水）１０：００～１２：３０
　場所　韮崎市民会館４階料理講習室
　講師　茅野しずか先生
　定員　２０人　　費用　５００円程度
　持物　エプロン・三角巾・持ち帰り用の容器
　申込　２月９日（金）まで　※託児あり（要申込）
　お問い合わせ　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）

子育てサロン 銀河鉄道

24
時
間
い
つ
で
も
情
報
提
供

「
安
心
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
」

外
出
時
に
利
用
し
や
す
い
施
設

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしております。

ご連絡は市役所まちづくり推進担当まで。

こ
の
広
報
誌
は
、古
紙
配
合
率
一
〇
〇
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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中村 静佳 さん・猪股   剛 さん

 　　　　 （竜岡）　　　　　  （韮崎）  　

〜「大人として幸せな家庭を作ります」〜

北原 浩貴 さん・志村 隆広 さん

 　　　　 （韮崎）　　　　　  （藤井）

〜「大事に食べます。」〜

久保田 亜弥 さん・小林 由加 さん・菊池 綾 さん

（旭）

〜「今年もいい年になりますように♥」〜

地
域
の
絆
で
祝
う
新
し
い
門
出

　
　
　
　
平
成
19
年 

成
人
式

健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
１月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険 142,388,483 円 ※１人当り 15,872 円（前月比 7.08％減）
　老 人 保 健 229,506,559 円 ※１人当り 60,444 円（前月比 7.47％増）

市の人口（１月１日現在）
　男 １６，３５７人 世帯数 １２，２６２世帯
　女 １６，７２１人 前月比 −１８世帯
　計 ３３，０７８人
　前月比　   −１７人

　

懐
か
し
い
旧
友
と
の
再
会
を
心
待
ち
に
、

そ
の
日
を
迎
え
た
若
者
た
ち
。
１
月
７
日

に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
市
の
成
人
式
で
は
、
華
や
か

な
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
、「
久

し
ぶ
り
～
」
と
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

会
場
中
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
厳

お
ご
そ

か
な
雰
囲
気
の
中
で
進

行
し
た
式
典
、
地
区
ご
と
の
記
念
撮
影
に

引
き
続
き
、
実
行
委
員
会
で
企
画
・
制
作

し
た
「
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
」
を
上
映
。
恩
師

の
姿
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、

懐
か
し
さ
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
景

品
で
盛
り
上
が
っ
た
大
抽
選
会
で
成
人
式

が
終
了
し
た
後
も
、
思
い
出
の
一
日
を
語

り
つ
く
せ
ぬ
新
成
人
た
ち
は
、
い
つ
ま
で

も
会
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

成人☆デビューおめでとう

抽選会で一等液晶テレビをGET!! 色とりどりの装いで式に参加した新成人

成人式実行委員会の企画による大抽選会の様子


